
①
今
回
の
計
画
は
京
急
蒲
田
駅
ま
で
の

第
１
期
事
業
計
画
で
、
第
２
期
事
業
計

画
の
京
急
蒲
田
駅
か
ら
羽
田
空
港
へ
の

連
絡
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
多
摩
川
線
蒲
田
駅
は
地
下
化
さ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
JR
蒲
田
駅
へ
の

乗
り
換
え
る
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

大
田
区
の
想
定
で
は
現
在
の
３
分
５
８

秒
が
５
分
20
秒
に
な
り
１
分
22
秒
多
く

か
か
り
、
多
摩
川
線
利
用
者
は
不
便
に

な
り
ま
す
。

③
新
空
港
線
は
東
横
線
等
と
の
相
互
乗

り
入
れ
を
想
定
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
８

～
10
両
編
成
の
電
車
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
多
摩
川
線
は
３
両
編
成
。
駅
の
改

良
を
し
な
い
限
り
停
車
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

大
田
区
は
「
営
業
主
体
（
東
急
電
鉄
を

想
定
）
が
考
え
る
こ
と
」
と
述
べ
る
に

と
ど
ま
り
、
多
摩
川
線
の
各
駅
は
素
通

り
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
下
丸
子
の
踏
切
解
消
で
は
、
新
空
港

線
の
整
備
と
共
に
行
う
と
答
弁
し
て
い

る
の
で
、
新
空
港
線
の
整
備
期
間
と
な

る
１
３
年
以
上
も
整
備
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

区
は
、
「
区
民
の
利
便
性
向
上
」
と

「
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
整
備
」
と
な
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
区
民
の
利
便

性
向
上
と
沿
線
ま
ち
づ
く
り
整
備
で
区

民
に
役
に
立
ち
ま
せ
ん
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多
額
の
区
税
投
入
で
区
民
犠
牲
押
付
け

る
新
空
港
線
（蒲
蒲
線
）は
白
紙
撤
回
を
！

６
月
６
日
松
原
区
長
は
、
新
空
港

線
整
備
事
業
に
つ
い
て
緊
急
に
記
者

会
見
を
行
い
、
都
区
で
協
議
を
し
て

い
た
事
業
総
額
三
分
の
一
の
地
方
負

担
分
と
な
る
都
区
負
担
割
合
に
つ
い

て
、
都
区
が
合
意
し
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
１
３
６
０
億
円
と
な

り
、
三
分
の
一
、
４
５
３
億
円
の
地

方
負
担
分
に
つ
い
て
、
都
区
の
負
担

割
合
は
、
区
が
７
割
３
１
７
億
円
、

都
が
３
割
１
３
６
億
円
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
田
区
は
第
三
セ
ク
タ
ー

を
設
立
し
、
事
業
者
と
な
る
た
め
46

億
円
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
計

で
３
６
３
億
円
の
多
額
の
区
財
政
投

入
に
な
り
ま
す
。

「
区
民
の
利
便
性
向
上
」
と

「
沿
線
ま
ち
づ
く
り
整
備
」

で
区
民
に
役
に
立
ち
ま
せ
ん



新
空
港
線
整
備
は
３
５
０
億
円
を
超

え
る
区
財
政
投
入
と
な
り
ま
す
。

区
は
、
区
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、

都
区
の
合
意
文
書
で
「
特
別
区
都
市
計

画
交
付
金
制
度
の
対
象
事
業
と
す
る
よ

う
、
東
京
都
と
大
田
区
が
調
整
を
行
う
」
。

と
し
て
い
る
の
で
、
財
政
負
担
は
大
幅

に
圧
縮
で
き
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
総

事
業
費
の
圧
縮
に
努
め
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ち
づ
く
り
関
連
費
用
等
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
見
通
し

も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
こ
の
間
大
田
区
の
財
政
削

減
計
画
（
事
務
事
業
見
直
し
）
で
「
限

ら
れ
た
経
営
資
源
を
区
民
が
真
に
必
要

と
す
る
施
策
に
再
配
分
し
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
、
今
年
度
だ
け
で
も
３
１
３
項

目
６
億
円
余
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

（
上
図
参
照
）

す
で
に
新
空
港
線
の
積
立
基
金
は
90

億
円
と
な
り
、
不
足
分
は
他
の
施
策
の

削
減
で
捻
出
す
る
し
か
な
く
、
く
ら
し

や
福
祉
の
切
り
捨
て
に
つ
な
が
り
区
民

犠
牲
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
区
民
へ
の

利
便
性
向
上
や
沿
線
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
せ
ず
、
多
額
の
税
金
投
入
で
区
民
犠

牲
を
強
い
る
新
空
港
線
の
白
紙
撤
回
を

求
め
ま
す
。

今
後
、
第
二
回
定
例
会
を
は
じ
め
、

来
年
４
月
に
行
わ
れ
る
区
長
・
区
議
会

選
挙
ま
で
合
わ
せ
て
４
回
の
定
例
会
で

徹
底
究
明
す
る
と
と
も
に
、
区
長
・
区

議
会
議
員
選
挙
で
最
大
の
争
点
に
押
し

上
げ
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
世
論
と
運
動

を
広
げ
、
白
紙
撤
回
の
た
め
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

多
額
の
区
税
投
入
は
他
の
施

策
の
削
減
と
な
り
区
民
犠
牲

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん

区
の
皆
さ
ん
と
世
論
と
運
動

を
広
げ
白
紙
撤
回
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す

新空港線（矢口渡～京急蒲田）整備事業について

（大田区と東京都の合意文章）

新空港線（矢口渡～京急蒲田）整備事業（以下「本事業」という。）

について、東京都と大田区は、以下のとおり合意した。

１ 大田区は、整備主体となる第三セクターに出資、都 市鉄道利便

増進事業の採択に向けた調整など、本事 業を推進する主体となる。

２ 東京都と大田区は、都市鉄道利便増進事業の地方負担分について

補助を行う。その負担割合は、東京都が３割、大田区が７割とする。

３ 大田区は、整備主体となる第三セクターとともに、本事業の事業

計画の検討に当たり、事業費の圧縮に努める。

４ 本事業の都市計画決定及び都市計画事業認可の後、大田区が本事

業を特別区都市計画交付金制度の対象 事業とすることができるよ

う、東京都と大田区は調 整を行う。

５ 空港アクセス利便性の向上に資する京急蒲田から大 鳥居までの

整備について、東京都と大田区は、引き 続き実現に向けた関係者

による協議・調整を行う。

６ 上記合意事項の実現に向けて、東京都と大田区は責任を持って必

要な対応を行う。

大田区の財政削減計画（事務事業の見直し）


